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2024年 7月薬事審議会結果 

新規採用薬は薬事審議委員会開催の翌月 1 日（休日の場合は休み明け）より、処方可能となりま

す。切替え、削除薬は、院内在庫がなくなり次第随時となります。 

 

1. 新規採用医薬品 

採用区分 医薬品名/薬効 備考 

用時購入 ビロイ点滴静注用 100mg  

用時購入 ビキセオス配合静注用  

用時購入 ゼオマイン筋注用 200 単位 50 単位は削除 

採用 フィコンパ点滴静注用 2mg  

院外採用 ゾニサミド OD錠 25mgTRE「SMPP」  

用時購入 ゾニサミド OD錠 50mgTRE「SMPP」  

院外採用 マドパー配合錠 L50  

用時購入 ステルイズ水性懸濁筋注 240 万単位シリンジ  

用時購入 アレックスビー筋注用  

 

2. 後発品変更医薬品 

【新規採用】 後発医薬品名 【切替え】 先発医薬品名 

スガマデクス静注液 200mgシリンジ「F」 ブリディオン静注 200mg 

 

3. 採用区分変更医薬品 

医薬品名 採用区分（変更前→変更後） 

プレタール OD錠 50mg 採用→院外採用 

ツムラ人参湯エキス顆粒(医療用) 院外採用→用時購入 

ベオーバ錠 50mg 院外採用→用時購入 

リンヴォック錠 7.5mg 院外採用→用時購入 

リンヴォック錠 15mg 院外採用→用時購入 

ダイアップ坐剤 6 採用→用時購入 

リマチル錠 100mg 採用→用時購入 

レギュニール LCa1.5腹膜透析液(2.5L) 採用→用時購入 

テイコプラニン点滴静注用 200mg「日医工」 臨時採用→採用 

テイコプラニン点滴静注用 400mg「日医工」 臨時採用→採用 

ジセレカ錠 100mg 特定患者→院外採用 

ジセレカ錠 200mg 特定患者→院外採用 

 

4. 規格追加・規格変更・名称変更採用医薬品 

規格追加・変更・名称変更医薬品名 備考 

メトジェクト皮下注 7.5mgペン 0.15mL シリンジ製剤から変更 
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メトジェクト皮下注 10mgペン 0.20mL シリンジ製剤から変更 

メトジェクト皮下注 12.5mg ペン 0.25mL     シリンジ製剤から変更 

メトジェクト皮下注 15mgペン 0.30mL シリンジ製剤から変更 

エンタイビオ皮下注 108mgペン 規格追加（用時購入） 

生理食塩液「ヒカリ」(1000mLプラスチックボ

トル広口開栓型) 

手術室で使用 

 

5. 採用中止医薬品 

医薬品名 中止前採用区分 備考 

ゼオマイン筋注用 50単位 採用 使用患者なし、200 単位採用

のため 

ブリディオン静注 200mg 採用 後発品へ変更のため 

テイコプラニン点滴静注用 200mg「F」 採用 「日医工」へ変更 

テイコプラニン点滴静注用 400mg「F」 採用 「日医工」へ変更 

メトジェクト皮下注 7.5mg シリンジ

0.15mL 

用時購入 ペン製剤へ変更 

メトジェクト皮下注 10mg シリンジ

0.20mL 

用時購入 ペン製剤へ変更 

メトジェクト皮下注 12.5mg シリンジ

0.25mL 

用時購入 ペン製剤へ変更 

メトジェクト皮下注 15mg シリンジ

0.30mL 

用時購入 ペン製剤へ変更 

イトリゾール内用液 1％ 院外採用 販売中止 

シュアポスト錠 0.5mg 院外採用 販売中止 

ラジレス錠 150mg 院外採用 供給停止 

  

6. 臨時採用 

院内製剤名 備考（分類） 

メピバカイン塩酸塩注 2％「日新」(5mL) アナペイン、カルボカイン供給不安定な

ため 

メピバカイン塩酸塩注射液 2％「VTRS」（20mL） アナペイン、カルボカイン供給不安定な

ため 

レボホリナート点滴静注用 25mg「トーワ」 「ヤクルト」が供給不安定なため 

レボホリナート点滴静注用 100mg「トーワ」 「ヤクルト」が供給不安定なため 

 

 

7. 院内製剤 

院内製剤名 採用/削除 備考（分類） 

なし   
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8. その他 

1）フォーミュラリ小委員会 

超速効型インスリン 

第 1選択：インスリンリスプロ BS注ソロスター HU「サノフィ」 

 

9. 次回薬事審議会は、2024 年 9月 18日（水）、場所は研修棟 3F 講義室の予定です。 

 


